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 本書の概要を簡単に紹介しよう。第 1 章「本田宗一郎と生産技術」では、本田宗一郎の
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 第 2 章「2 輪車製造の中で力を入れた工場改革と設備近代化」では、ホンダ創業期の出
発点である山下工場、その後の野口工場、白子工場における 2 輪車生産の過程が記述され





























的条件が 4 輪車づくりの生産技術に大きく作用したことが明らかにされている。 
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 第 9 章「ホンダエンジニアリング元社長 磯部誠治氏 インタビュー記録」では、本田
宗一郎の技術思想をもとに、4 輪車の生産技術を確立・発展させる役割を担った現場の考
えや行動が、創業期からの従業員で、町工場時代からのホンダを良く知る磯部氏によって
語られる。第 8 章・第 9 章はいずれも、その時々において現場が抱えていた課題とその解
決にむけての奮闘の様子が鮮やかに描かれている。 
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ステムの進化プロセスの理解が深まり、本書の魅力がさらに増したのではないかと思う。
ただ、これらの点があるとはいえ、本書が労作であることに疑いの余地はない。 
 繰り返し述べたが、本書は詳細な資料と丹念な記述によってホンダ生産システムの全貌
を検討した好著である。多様な問題関心を持つ読者にとって、様々な興味ある論点を見つ
けることができると思われる。示唆に富んだ書物であるといえよう。 
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